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本
作
が
醸
し
出
す
ダ
ー
ク
な
雰
囲

気
は
、
観
る
も
の
に
神
秘
的
印
象
を

与
え
、
い
ず
れ
来
る
で
あ
ろ
う
ス

ト
ー
リ
ー
の
解
決
に
対
す
る
期
待
を

最
大
限
ま
で
高
め
ら
れ
る
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　
主
人
公
の
「
１
年
間
眠
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
設
定
は
、
こ
の
本
作
の

ベ
ー
ス
を
支
え
る
の
に
非
常
に
有
力

で
あ
り
、
か
つ
随
所
々
々
に
生
じ
る

矛
盾
と
の
葛
藤
を
緩
和
さ
せ
る
効
果

を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
キ
ー
と
な

る
の
が
主
人
公
の
交
友
関
係
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
記
憶
の
錯
誤
、
自
己

を
中
心
と
し
た
合
理
的
創
造
の
も
と

成
り
立
っ
て
い
る
。
特
に
主
要
的
な

交
友
関
係
を
持
つ
登
場
人
物
は
２
人

の
女
性
で
あ
り
、
全
偏
を
通
し
て
こ

の
２
人
の
女
性
と
の
み
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
の
交
友
関
係
を
築
い
て
い
る
と

い
う
点
だ
。
故
に
主
人
公
を
表
す
も

の
、
つ
ま
り
本
作
を
表
す
も
の
は
、

孤
独
で
あ
り
、
絶
望
で
あ
り
、
不
安

で
あ
り
、
そ
し
て
恐
怖
な
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
な
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ス
リ

ラ
ー
に
は
「
緊
張
」
の
状
態
が
あ
り
、

そ
し
て
「
解
決
」
が
あ
る
。
確
か
に

本
作
に
も
「
緊
張
と
解
決
」
の
プ
ロ

セ
ス
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
本
作

に
希
望
や
救
い
の
意
を
抱
い
て
は
な

ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
極
端
な
緊

張
状
態
こ
そ
が
本
作
の
「
解
決
」
だ

か
ら
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

同
じ
く
不
眠
を
題
材
と
し
た
近
親
的

な
作
品
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
「
レ

ム
」(

２
０
０
０) (※

１)

も
同
様
に
、

極
端
な
緊
張
状
態
が
作
品
の
解
決
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
開
年
数
で

考
え
る
と
本
作
が
２
０
０
４
年
、「
レ

ム
」
が
２
０
０
０
年
の
公
開
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
作
は
、「
レ
ム
」
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
も
し
本
作
を
一
言
で
表
現
す
る
と

し
た
ら
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
思
い

浮
か
ぶ
。

　
劇
作
家
、W

.

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

(1564‐
1616)

は
自
作
の1

つ
で
あ

る
戯
曲
「
マ
ク
ベ
ス
」(1606)

に
て

こ
の
言
葉
を
用
い
た(※

２)
筆
者
が
こ
の
言
葉
を
用
い
た
の
は
、

何
も
本
作
を
称
揚
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
非
芸
術
的
」
な
る
間
違
っ

た
評
価
は
、
そ
れ
だ
け
で
秘
め
た
る

力
を
持
つ
作
品
へ
の
恍
惚
を
妨
げ
る
。

―
―

綺
麗
と
汚
い
は
、
親
類
同
士
で

あ
る
。
だ
か
ら
綺
麗
に
は
汚
い
が
要

る
の
で
す
。
同
様
に
汚
い
に
も
綺
麗

が
要
る
の
で
す―

―

　
思
え
ば
作
家
のW

.B.

イ
エ
ー
ツ

(1865-1939)

も
、
水
彩
画
「
狂
え
る

ジ
ェ
ー
ン 

」(

１
８
５
５)(※

３)

に
て

こ
の
テ
ー
マ
の
関
連
性
を
指
摘
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
作
は
決
し
て
綺
麗
な
映
画
で
は

な
い
。
し
か
し
、
決
し
て
単
調
な
映

画
な
わ
け
で
も
な
い
。
ス
ト
ー
リ
ー

に
対
す
る
思
考
や
哲
学
は
、
観
る
者

に
解
釈
を
要
求
さ
れ
る
難
解
な
映
画

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
困
難
の
克

服
に
対
す
る
労
力
は
、
本
作
の
非
常

に
珍
し
い
作
風
的
価
値
に
足
る
も
の

だ
。
　

　
結
び
に
代
え
よ
う
。
我
々
は
常
に

あ
る
一
定
の
時
間
や
空
間
、
環
境
の

サ
イ
ク
ル
の
下
、
あ
る
決
め
ら
れ
た

規
則
的
秩
序
に
従
っ
て
生
活
し
て
い

る
。
も
し
、
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
拍

子
に
崩
れ
た
と
し
た
ら
、
多
く
の
者

が
そ
の
ま
ま
の
次
元
の
世
界
に
留
ま

り
た
い
と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

の
ス
リ
ラ
ー
作
品
「
フ
ォ
ー
ガ
ッ
ト

ン
」（
２
０
０
４
）
を
例
に
挙
げ
よ
う
。

「
記
憶
の
錯
誤
」
と
い
う
点
に
い
た
っ

て
は
、
本
作
と
「
フ
ォ
ー
ガ
ッ
ト
ン
」

の
両
者
と
も
共
通
の
テ
ー
マ
を
保
持

し
て
い
る
が
、
後
者
の
場
合
「
第
３

者
に
作
ら
れ
た
記
憶
」
な
の
に
対
し
、

前
者
は
「
自
身
で
作
り
上
げ
た
記
憶
」

で
あ
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
の
作
品
も
主
人
公
が

「
実
世
界
」
へ
の
適
帰
願
望
を
誇
示
し

た
ま
ま
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
解
決
し
て

い
く
。

　
筆
者
は
今
日
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
オ

カ
ル
ト
・
ホ
ラ
ー
、
ス
プ
ラ
ッ
タ
ー
、

サ
イ
コ
・
ス
リ
ラ
ー
等
を
鑑
賞
し
て

き
た
が
、
最
も
恐
怖
な
の
は
何
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
自
己
の
喪
失
」
で

は
あ
る
ま
い
か
。

自
分
の
記
憶
や
概
念
、
或
い
は
自
己

(

自
我)

そ
の
も
の
が
別
次
元
の
も
の

だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
と
て
つ
も
な

い
恐
怖
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
本
作

は
、
そ
の
著
し
い
例
を
誇
張
し
た
唯

一
無
二
の
作
品
で
あ
る
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
本

作
を
も
う
一
度
観
賞
し
て
頂
け
た
な

ら
、
ま
た
違
っ
た
楽
し
み
方
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
願
っ
て
止
ま
な

い
。

―― もし、この世に「映画」という言葉や概念が、そもそも存在しなかったとしたら、
筆者は本作が、その領域に含められる物だとは思わないだろう ――
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麗
は
汚
い
、
汚
い
は
綺
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。

　
さ
て
、
最
後
に
本
作
に
打
っ
て
付

け
の
言
葉
で
あ
る
、哲
学
者A.

シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
（1788-1860

）
の

名
言(※

４)

を
載
せ
て
締
め
た
い
と

思
う
。

　

―
―

 

ど
ん
な
も
の
も
、
人
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
自
分
自
身
と
、

自
己
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い―

―

  

２
０
１
３
年
３
月
６
日 

自
宅
に
て

シ
ョ
パ
ン
を
聴
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
友
和

※1 : 但しアメリカ、カナダ、フランスの合作である。

※2 : 魔女の台詞 : 第 1 幕 . 第 1 場より。

※3 : 狂えるジェーン（Crazy Jane. ）は、1855 年に作られた画家、

リチャード・ダッド (Richard Dadd、1817-1886) の水彩画。

※4. : A.Schopenhauer. 「Aphorismen zur Lebensweisheit」 （1851）

　（橘本文夫（訳）（1958）, 幸福について―人生論

   東京 : 新潮社）（簡約は筆者）
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ス
・
デ
・
ラ
・
マ
ド
リ
ー
ド

配
給 :  

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

 

東
芝
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

公
開2004

年1

月18

日

製
作
国 : 

ス
ペ
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(w
ikipedia

よ
り
抜
粋)

トレーラー映像
（クリックで youtube で再生）

http://youtu.be/ZGTRl4SkWvI












▼バックナンバーはこちらからどうぞ！
クリックorタップでそれぞれの話に移動します

ニコニコ静画

http://seiga.nicovideo.jp/comic/815?track=list
http://p.booklog.jp/book/22013
http://p.booklog.jp/book/26086
http://p.booklog.jp/book/38738
http://p.booklog.jp/book/50682


▼バックナンバーはこちらからどうぞ！
クリックorタップでそれぞれの話に移動します

ニコニコ静画







































http://www.amazon.co.jp/dp/B000BDJ1SI


































frankly AFTER OF EDIT.編集後記

frankly information

2013 年 4 月 8 日 Frankly Freepaper No.5

フランクリーフリーペーパー No.5 を読んで頂きありがとうございました！ 
今回は各ページにリンクが貼ってある箇所がございます
リンク切れや、問題があればご連絡ください。

次回は 8月1日になるかと思います
フリーペーパーに関してご感想、ご意見お待ちしてます！それでは！

Mail : franklyex@gmail.com

twitter：@frankly_info

表紙イラスト／LFM

けいた
twitter：@dattaranannano

今朝、フランクリー展の夢を見ました。そしてフリーペーパーの締め切りが今日

だったのを思い出しました。( 遅くなってすみません )　あの夏のことが思い出

されます。また参加できたらいいなあ。

どうもケイタです  お変わりないですか？  こちらは相変わらず忙しいです  

うっかり風邪をひいてしまいました  あ、そうそう、僕こないだ結婚しました  

今日も僕は皆様に愛されて活きてます  それではまた夏に逢いましょう

作品ページ

鈴木菜奈
twitter：@cko_23

ゴルダンガーに関しての感想、要望、ツッコミお待ちしてますバックナン

バーはニコニコ静画にも同時配信してますのでよろしくお願いします。

次も掲載出来るかはわかりません

隙間写真の様式を細々と変更してみました。

編集/ゴルダンガー /カーニバル

ヒラチ フミタカ
twitter：@Fumitica

隙間写真

わらお びびし
twitter：@waraobbc

文字シネマ

土屋 友和
 東邦音楽大学附属東邦第二高等学校 ピアノ科 卒業。第 17 回 ペトロフピ
アノコンクールにて文化奨励賞を受賞。国際夏季セミナー ピアノ部門 マス
タークラス 修了。tiaa 演奏家、指導者会員。現在、フランスの作曲家シャ
ルル =ヴァランタン・アルカン (1813-1888) の作品普及に務める。

https://twitter.com/cko_23
https://twitter.com/Keitter8182
https://twitter.com/waraobbc
https://twitter.com/Fumitica



